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　あらゆる分野においてグローバル化が進む昨今、英語におけるコミュニケーション能力は、日本人
にとって大きな課題である。日本の将来を担う学生達に、世界の国々の人と渡り合えるだけの英語能
力を身につけさせることは、現代社会において日本の大学の果たすべき責任の一つとも言えよう。多
摩大学にはこのような責任を果たすに相応しい、コミュニケーションを重視した英語教育プログラム
「イングリッシュシャワー」がある。2004年、このプログラムに英文法を教える新しい選択のコース
が設置されることとなった。「スタディサポートクラス」と呼ばれるこのコースは、コミュニケーショ
ン中心の学習が円滑に進むように、英文法という英語の基礎を固めることを目的としている。ここで
は現代の英語教授法の理論を踏まえながら、旧来の英文法の授業とは異なる独特のカリキュラムを組
んでいる。本稿ではその内容を明らかにし、分析の上でクラスの将来の可能性について探る。
Recently there is an increased demand for global cooperation in various fields such as politics, economics,
religion, and academia. It is extremely important for Japanese people to be able to communicate in English
in order to express their ideas and cooperate with people around the world. Helping students acquire
English communicative competence is a significant responsibility for Japanese college education. Tama
University provides its students with a well-organized English program called English Shower (ES). In
2004 the program introduced a new course called Study Support Class to support students who desire to
study basic English grammar in order to perform successfully in their ES classes. The new course is quite
different from traditional English grammar classes in several ways, and this paper describes the unique
components and discusses its future possibilities.
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Ⅰ　はじめに
　2002年に文部科学省より「英語が使える日本
人育成のための戦略構想」が発表され、日本に
おける英語教育の改革が求められたことは、こ
の分野に携わる者にとって、まだ記憶に新しい。
2005年の現在においても、この構想に基づき
様々な実践と工夫が日本全国の教育現場におい
て模索されている。
　多摩大学においては、文部省の戦略構想発表
よりも一足早く2001年に大幅なカリキュラムの
見直しが行われ、「実際の生活、ビジネスの世界
において英語が使え、プレゼンテーションを行
うことができる」という英語教育目標を掲げた。
この目標は文部科学省が大学教育に求める達成
目標「国際社会で求められる人材などに求めら
れる英語力を養うこと」と一致している。
　見直したカリキュラムの内容としては、CLT
(Communicative Language Teaching) の導入、全て
の英語の授業を英語だけで行う規則、一学年で
共通の教科書の使用、一クラス23名以下の少人
数制、客観的かつ信頼性ある評価方法として
TOEICテストの導入などが挙げられる。このカ
リキュラムはさらに2003年度に「自律型学習者
の育成」という新たな目標を加えることになり、
その実現の一環として「スタディサポートクラ
ス」（日本語による英文法補習クラス）が設置さ
れた。単位授与の無い、必修の英語の授業を補
佐することを目的とした選択制のクラスである。
2005年度は17名の学生が参加し、15名の学生が
クラスを修了している。
　英語の授業以外では日本語が使用されている
という環境に生活しながら「英語が使える」と
いう目標を真に実現するためには、学習者の自
律を促すことは必須であり、その自律を助ける
上で、英語学習の基礎となる英文法力を固める
機会を学生に与えることは適切な自律支援の手
段と考えられる。
　本稿の目的は、まだ新しい小規模なクラスな
がらも、現在の多摩大学の英語教育目標実現の
一旦を担うスタディサポートクラスの現時点に
おける内容を明らかにし、実情を分析し、より
完成されたコースとなるための道を探ることで
ある。授業の成功している点や問題点も含め、将
来のカリキュラム再編の参考となれば幸いであ
る。
Ⅱ　授業の目的
　スタディサポートクラスの主な目的は大きく
３つある。まず、通常の英語の授業に必要な基
礎的な英文法の知識を習得させること。次に、そ
の知識を使えるように練習する機会を与えるこ
と。さらに、自律学習者となるために必要な学
習ストラテジーを身に付けさせることである。
１．基礎的な英文法の知識の習得
　1980年より「ゆとり教育」が推進され、2002
年には小中高等学校の完全５日制が開始された。
学校での授業時間数は減少し、さらに英語教育
においては会話重視という指導のもとで、学習
すべき英文法項目は大幅に削減されることと
なった。その結果、日本の大学における新入生
の英語基礎能力の低下は今や否めない事実と
なっている。
　英語における実用的なコミュニケーション能
力を高めることにおいて、それを支える英文法
能力の強化は不可欠である。中学高校で減らさ
れた学習の時間の弊害を補い、第二言語能力の
基盤となる文法知識の基礎固めを、大学におい
て行う必要がでてきている。
　多摩大学の必修の英語の授業において英文法
を指導する時間はかなり限られているが、その
一方で、英文を読み、書き、話す活動は毎回の
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授業で行われている。それぞれの授業を十分に
理解し、新しい知識を吸収する上で、英文法を
中心に学ぶ機会を与えることはスタディサポー
トクラスの重要な役割である。
２．英文法知識を実際に使用できる能力の取得
　「英語が使える」ようになるには、英文法の理
解に留まらず、その知識を実際に運用する能力
を身に付ける必要がある。読む、聞く、話すと
いう活動において文法の知識が実践に活かされ
るよう十分に練習する機会を与える必要がある。
Littlewood（1984）は、a-skill-learning-model の理
論において、第二言語におけるコミュニケー
ション能力を身に付けるには知識と行動（a
cognition and behavioral aspect）の両方が重要で
あると述べている。コミュニケーション能力は
言語を運用するスキルの発達であると定義し、
演習を重視する考えは、スタディサポートクラ
スの方針を理論的に裏付ける。
　スタディサポートクラスでは多くの知識を詰
め込むことを目標とした授業は避け、学んだ知
識を自動的に運用できる段階に到達させるべく、
練習時間をできる限り多く配分している。
３．自律学習者となるために必要な学習ストラ
テジーの習得
　そもそも学習ストラテジー指導の最終目的は、
自律した学習者を育てることとされている
（Oxford, 1990; Rubin, 1987; Wenden, 1987）。自律
した学習者とは、自分の学習をコントロールす
ることができる人のことである（Benson, 2001）。
　長い時間を必要とする第二言語能力の発達を
促すには、学ぶ人間自身が自律した学習者とな
ることが不可欠である。スタディサポートクラ
スの半期の授業が終了した後も、自分自身で効
果的に学習を続けることができるためには、学
習をコントロールする知識と習慣を身に付ける
必要がある。
　スタディサポートクラスでは英文法指導の他
に、学習ストラテジーの指導を盛り込むことに
より、受講者が英語学習者として自律し、継続
学習するための基礎能力を養うことを目指して
いる。
Ⅲ　授 業 内 容
　スタディサポートが設置された初年度（2004
年）は、11項目の英文法が扱われているが、2005
年度においては、学んだ知識を正確に使えるよ
うにさらに十分な練習時間を与えるため、次の
８項目に削減した。
１ 現在形 ２ 過去形 ３ 現在完了形
４ 主語と述語の一致（三単現の -sなど）
５ 従属説 ６ 形容詞（-ed型と-ing 型の違い）
７ 可算名詞と不可算名詞 ８ 冠詞
　選択の基準は、前年扱った文法事項、必修の
英語の授業で扱われる項目、日本人が間違え易
い英文法、という三つの観点から選択された。し
かしながら、とりわけ基礎学力の高い学生には、
長い文章を書かせて文法間違えを直すという練
習において、この８項目以外の文法事項にも触
れることとする。
　学習ストラテジーに関しては The Learning
Strategies Handbook (Chamot et al.,1999) より、次
の６項目に焦点をあてた。
１学習を自己管理する（O r g a n i z a t i o n a l
planning）
２振り返って確認する（Ask if it makes sense）
３協力する（Cooperate）
４ルールをあてはめる／ルールを見つける
（Deduction/Induction）
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５自分の理解度をチェックする
（Evaluate yourself）
６自分にあてはめる（Personalize）
Ⅳ　受　講　生
　多摩大学１年生。男子11名、女子４名。年齢
は18歳から22歳。TOEICスコア－は185点から
555点（平均 323点）。受講の理由は、大学の英
語で行われる授業についていけるようにしたい、
英語の基礎固めをしっかりとしたい、英語に触
れる機会をもっと持ちたい、などである。英語
の授業に対する不安からスタディサポートクラ
スを受講する場合と、より英語を学習したいと
いう願望から受講する２局面がうかがわれる。
Ⅴ　授業の構成
　開講前の実力試験（講師によるオリジナルの
テストであり、スタディサポートクラスで教え
る文法項目の現時点での理解度を測るもの）に
より、受講生を４つのグループにわけ、その日
の文法項目をグループごとに指導、進行させる。
　90分の授業は、復習テストから始まり、講師
によるその日の文法事項とアクティビティの説
明、グループによるその日の文法項目学習、全
体でのその日の文法項目を含んだスピーキング
練習、そして最後にリスニング練習という流れ
で行われる。図１のように、理解－練習－応用
－復習というサイクルを繰り返す形で構成され
ている。
図１
Ⅵ　授　業　例
　学習内容：過去形（英文法）
　新しい知識を自分に当てはめる（学習ストラ
テジー）
１ 前回の授業（現在形）の復習テスト。
２ 講師による今日の授業のポイントと流れ
の説明。
３ ハンドアウトを渡し、講師による「過去
形」についての例文を挙げての説明。質疑
応答。
４ グループごとにハンドアウトにそって
「過去形」の練習問題演習。
５ グループごとに指導。練習問題は段階が
あり、グループによって目標段階（練習問
題のページ数）が異なる。早く全ての段階
を終えた高レベルのグループは “ A
Memorable Experience” のタイトルでエッ
セイを書く。これは、意味のある文章を書
きながらも学んだ文法を正確に使う、と
いう応用段階の練習である。過去の自分
の思い出を綴りながら、今日のポイント
である「過去形」を正確に使えるように
練習する。
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６ クラス全体でスピーキング練習。“What
did you do last weekend?” という単純な質
問を指定された時間内でお互いに聞き合
う。机から離れ、人と向き合って会話をす
るという日常に近い状況で、今日のポイ
ントである「過去形」を「自分に当ては
めながら」練習をする。
７ クラス全体で音楽を使ってのリスニング
練習。最終的な応用練習として英語学習
者用の練習問題を離れ、実際の英文
（authentic materials）の中で「過去形」の使
用に触れる。
８「過去形」のポイントの確認と質疑応答。
また、今日の活動の中で有効に学習スト
ラテジーを使ったかを確認。つまり「過
去形」を使って自分について語ることが
できたかを確認する。
Ⅶ　授業の特徴
　スタディサポートクラスには、練習と反復の
重視、学習者中心、リラックスした環境という
３つの特徴が挙げられる。
１．練習と反復
　スタディサポートクラスの目的のところでも
述べたように、真に学んだ英語の知識を使える
ようにするには練習が最も大切である。中学高
校と英語を学んでいながら、多くの日本人が英
語を使いこなせないでいるのは、知識の吸収の
段階で学習が完結したものとする傾向があるか
らではないだろうか。試験で正しい言葉を選択
できることは、必ずしもその言葉を実際の生活
の中で使いこなせることとは一致しない。
Littlewood は次のように英語学習理論を述べてい
る。
The cognitive aspect involves the internalization
of plans for creating appropriate behaviour. For
language use, these plans derive mainly from the
language system － they include grammatical
rules, procedures for selecting involves the
automation of these plans so that they can be
converted into fluent performance in real time.
This occurs mainly through practice in converting
plans into performance. (Littlewood, 1984:74)
　つまり、英語使用能力は知識と行動の両方が
かかわっており、知識はその場にふさわしい行
動を選択することを可能にし、その選択のプロ
セスが即時によどみなく行われるようになるた
めには、練習が必要ということである。
　スタディサポートクラスでは習った内容を難
易度や形を変え、ライティングやスピーキング、
リスニングなどの様々な活動を通し、何度も反
復練習するように工夫されている。
２．学習者中心
　スタディサポートクラス第二の特徴は、教師
中心ではなく、学習者が中心の授業ということ
である。教師が講義をする時間は必要最小限に
とどめ、あくまでも学生が自ら学び、練習し、質
問し、能力を会得していくことをめざしている。
また、Benson（2001）はプロジェクトなどを通
して学習者が自分で課題を選べるようにするこ
とが学習者の自律をうながすと主張しているが、
スタディサポートクラスではプロジェクトとい
う活動は無いものの、授業にできるだけ学生の
意見を取り入れるようにし、リスニング練習の
ための音楽は学生が提出したCDから教材を作
成することもある。また学習の過程においても
学生の自主性を重んじ、練習問題が早く終わっ
た人は自分で見直す、同じく早く終わった学生
と見比べる、遅れている学生を助ける、次の段
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階の練習に進む、という選択の中から自分で判
断しながら学習を進むようにしている。教師の
役目はこれらの活動を効率良く進ませるための
ガイドであり、学習をはかどらせるファシリテ
イターである。
　このような学習者中心のクラスにおいては学
習者の動機付けを促す環境をつくることが重要
である。教室における外国語学習者の動機づけ
方略を体系化した Do¨ rnyei & Csize´ r（1998）
は外国語学習者を動機づける十戒    “Ten comman-
dments for motivating language learners” として次
のように述べている。
表1　外国語学習者を動機づける10の戒律
（Do¨ rnyei & Csize´ r, 1998）
　スタディサポートクラスはこの10の戒律のめ
ざす学習環境と同じ理想を掲げたクラスと言え
る。戒律の２番目にあるリラックスした雰囲気
作りも次に説明するスタディサポートクラスの
第三の特徴となっている。
３．リラックスした環境
　不安や緊張は外国語学習にはつきものである。
スタディサポートクラスでは日本語の使用を認
めているため、通常の一年生の英語の授業より
も不安や緊張は少ないはずであるが、やはり外
国語を学ぶという活動には日常生活には無い不
安が伴うことであろう。英語学習における心理
の研究で有名な MacIntyre & Gardner（1991）は、
外国語学習に伴う不安は他の種類の不安とは異
なり、それは学習の過程に悪い影響を及ぼすと
述べている。しかしながら、competitiveness（競
争心）の研究で有名なBailey（1983）は、競争心
に結びつくような不安は外国語学習の成功に結
びつくと主張している。つまり、学生同士の競
争心を刺激しながらも、不必要な不安や緊張を
学生にもたせないように工夫しなければならな
いと考えられる。快適な環境の中で学習に集中
でき、学習に必要な適度な緊張感を保つことを
めざすべきであろう。実際にスタディサポート
クラスで工夫している具体的な内容は以下のよ
うになっている。
（1） 教師は学生の目線に立って話すようにす
る。
（2） 師は威圧的な話し方をしない。
（3） どんな質問でもできるように、質問するこ
とを奨励する。
（4） 授業にできるだけユーモアを取り入れるよ
うにする。
（5） 学生同士が仲良くなる事を助けるような
ゲーム的なアクティビティを取り入れる。
（6） リスニング練習には音楽を使用し、学生の
選択した音楽から教材を作成することもあ
る。
1. Set a personal example with your own behaviour.
教師自身の行動によって、見本を示すこと。
2. Create a pleasant, relaxed atmosphere in the
classroom.
教室に、楽しく、リラックスした雰囲気を作り
出すこと。
3. Present the tasks properly.
タスクを適切に提示すること。
4. Develop a good relationship with the learners.
生徒と良い人間関係を築くこと。
5. Increase the learner’s linguistic self-confidence.
生徒の言語に対する自信を高めること。
6. Make the language class interesting.
授業を生徒の関心を引くようなものにすること。
7. Promote leaner autonomy.
生徒の自律を促すこと。
8. Personalize the learning process.
学習過程の個人化を計ること。
9. Increase the learner’s goal-orientedness.
生徒の目標志向性を高めること。
10.Familiarize learners with the target language culture.
生徒に目標言語文化に慣れさせること。
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　この他、５限目の授業ということもあり、空
腹による精神の不安定や集中力の低下を避ける
ため、スナック菓子や飲み物の持ち込みを許可
し、個々の判断で必要な時に食べることを許可
している。
　競争心を刺激するための工夫としては、復習
テストで成績の良かった学生の名前を発表する、
能力別ではないグループに分かれて競争する
ゲーム的な活動を取り入れることなどがある。
しかしながら、普段から課題が早く終わった学
生が先に進む事ができる環境であるため、学生
間の競争心は必修の授業よりも明白に観察でき
ることもある。
Ⅷ　評価と今後の課題
　授業の評価については授業最終日のアンケー
ト調査と実力テストの結果において述べること
とする。授業評価のアンケートは授業最終日の
７月14日に行われたものである。この日は英語
の学期末試験の行われた授業の後であったが、
15名中 13名が出席し、次の５つの設問に答え、
結果は表のようになっている。
設問１ スタディサポートクラスにどの程度出
席しましたか？
設問２ スタディサポートクラスにどの程度満
足しましたか？
設問３ スタディサポートクラスを受講するこ
とによって向上したと思うものがあれ
ばその項目に○をつけなさい。
英文法　英会話力　英語を聞き取る力　英
語を書く力　語彙力　英語学習に対するや
る気　英語に対する不安解消　クラスメー
トとの協調性　自分の英語における長所と
短所の理解　自分で学習を計画する力
設問４ スタディサポートの良い点は何でしょ
うか？（自由回答）
設問５ スタディサポートクラスの改善点はな
んでしょうか？（自由回答）
設問１
設問２
設問３
自律学習型英文法補習クラスの指導方略と実践
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設問４
　設問５（改善点）については、通常の英語の
授業の試験対策を入れて欲しい、練習問題の解
答をもっと早く教えて欲しい、扱う文法項目を
増やして欲しい、日本語禁止にして欲しい、と
いう４つの意見が一名ずつあった。
　最終日の実力テスト（ポストテストは）授業
評価アンケートと同じく授業最終日に行った。
学習達成度を見るために、学生は初日に行った
試験（プレテスト）と同じ実力テストを受けた。
初日の試験の平均は9.20であったのに対し、最
終日は13.3と4.1ポイント上昇している。同じ内
容の試験であることと、試験の内容が授業の内
容と一致しているため、数値の上昇は予想外の
ことではないが、学生が授業で扱われた内容を
自分のものとして吸収したことを一応確認する
ことができた。
　今後の課題としては、教材の充実、学習スト
ラテジーの指導の仕方の工夫、通常の英語の授
業との関係を密接にすることが重要であろう。
また、今後、受講する学生が増加した場合、１
人の講師で授業の質を維持しながら継続するこ
とは難しいことも予想される。スタディサポー
トクラスを終了した優秀な学生を、アシスタン
トとして、または佐野 （2004） が示唆したよう
なmentor students（助言や指導を与える学生）と
して起用することは、クラス運営上の利点にな
ると同時に、学生双方にとっても有益な体験と
なる可能性がある。
お わ り に
　スタディサポートクラスは、2003年に設置が
決定し、実際の授業はその翌年に始まり、2005
年にようやく二年目が終了したところである。
英文法という英語学習の基礎を教え、それを使
えるように指導し、また、学生を自律した学習
者に育てようという、現代のニーズと英語教育
の理論に沿ったスタディサポートクラスが今後
多摩大学において発展するか否かは担当する講
師の熱意と努力、そして大学の理解と協力の上
にかかっていると言えるであろう。
　著者は2005年度にクラスを担当した唯一の講
師としての責任を果たすべくその内容を明らか
にし、分析を試みた。コース評価や学生の学習
達成度の評価については、さらに詳しい設問や
信頼性の高いテストの利用などにより、より正
確な分析をする必要があるであろう。しかしな
がら、このクラスの初期の研究記録として、将
来のより発展した研究の布石となればと願う。
　本稿は 2005年度のスタディサポートのカリ
キュラム作成において、前年度スタディサポー
トクラスを担当した多摩大学助教授、佐野裕美
経営・情報研究No.10（2006）
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子先生、また本稿の作成にあたっては多摩大学
助教授、臼井芳子先生による資料提供の協力を
賜ったことを記して感謝の意を表したい。
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